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 Ⅰ  研究プロジェクトの内容  
１ 教育課程 


























































































































































































２  指導方法・教材等 
（１） 実施した指導方法等の特徴 









































   ・子供の思いや願い、必然性の見取りと、それに寄り添った単元の構想・展開につい


























































































































































































































大切なことを学んでいます。                   （５年生保護者） 
・失敗を経験しながら調理することや友だちとつくることの楽しさに気付き、創造活動「ミ
ラクルシェフ」の活動に夢中になっていました。家でも同じ料理を家族のためにつくった











に行くのが楽しくて仕方がない！という様子でした。       （２年生保護者） 
・以前からつくりたかったツリーハウスを今年度里山で実現できることになり、毎日ワクワ
クしながら過ごした１学期でした。                （４年生保護者） 
 
Ⅲ 研究実施上の問題点と今後の課題  
１ 感性を働かせることについて 
  ４つの教育活動において感性を働かせている子供の具体的な姿を集積するとともに、そ
れらを活動の目標に照らし合わせて分析・検討し、感性を働かせることと３つの資質・能
力の獲得との関係について検証していくことが必要である。 
 
２ 創造活動を中核に据えたこと 
創造活動で生まれた課題がそのまま他の教育活動に生かされることもあれば、他の教育
活動での学びが創造活動に持ち込まれることもある。各学年における創造活動と実践教科
活動の関連、創造活動と実践道徳の関連、創造活動と集団活動の関連について実践を集積
していくことで、創造活動が中核となり得ることについて検証していく必要がある。 
 
３ ４つの教育活動について 
（１）創造活動について 
今年度の活動公開やその後の事後検討、集積したレポート、全体の協議等から、昨年度
に設定した「創造活動の目標」「各学年の目標」「創造活動の特色」「構想・展開する上
で大切にしたいこと」については、さらに実践を重ねる中で、適切なものにしていく必要
がある。今年度、創造活動における子供の創造的な姿を整理することを試みた。今後も継
続して取り組んでいく。 
 
（２）実践教科活動について 
「探究」については、「探究」を「試行と思考のサイクル」「実感を伴いながら『知
識』をつくり上げる過程」「子供が自ら文化的価値に迫ること」と捉えたが、さらに実践
を重ねる中で検討していくことが必要である。 
 
（３）実践道徳について 
自らの生き方についての考えを深め、実践意欲と態度を養うために、活動の内容や、自
分を深く見つめるための道徳的な問い等について今後も考えていく必要がある。 
 
（４）集団活動について 
他者と関わりをつくる子供の姿を見取り、子供の姿の具体を言葉にしながら、活動をつ
くり、つくり変えていくこと、自己を生かす能力とはどのような能力なのか、各学年の発
達特性を鑑み、各学年の姿を言葉にして具現していくことが必要である。 
 
４ 目標の明確化を図ったことについて 
  これからの社会を生きていく子供たちに求められる資質・能力と、各教育活動の目標と
の関係を整理し、３つの資質・能力に照らして各教育活動の目標の妥当性について検証し
ていく必要性がある。あわせて、各教育活動・各教科・各学年の目標を踏まえて、単元
（題材）レベルの目標をどのように設定するのか、目標を踏まえた評価について検証して
いく必要がある。 
 
